別添１－１（第２の１関係）
番　　　号　
年　月　日　

　　農林水産省農産局長  殿


所在地　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　



〇〇年度持続的生産強化対策事業のうちＧＡＰ拡大推進加速化事業（国際水準ＧＡＰガイドライン普及促進）事業実施計画の（変更）提出について


　持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）第５の１に基づき、関係書類を添えて（変更）提出する。 



（注）関係資料として、別添１－２（事業実施計画書）を添付すること。


別添１－３（第３の１関係）

〇〇年度持続的生産強化対策事業のうちＧＡＰ拡大推進加速化事業（国際水準ＧＡＰガイドライン普及促進）実施状況報告書


                                                             番　　　号
 年　月　日

      農林水産省農産局長　殿


所在地　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　



　持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）第６の１の規定に基づき、別添のとおり報告する。



（注）１　関係資料として、別添１－２（事業実施状況報告書）を添付すること。 
２　成果目標の達成に向けた取組状況を添付すること。


別添１－４（第３の２関係）
番　　　号
年　月　日

　　農林水産省農産局長　殿


所在地　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　



〇〇年度持続的生産強化対策事業のうちＧＡＰ拡大推進加速化事業（国際水準ＧＡＰガイドライン普及促進）の評価報告


　持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）第７の１の規定に基づき、別添のとおり報告する。


（注）１　関係資料として、別添１－５（事業評価シート）を添付すること。
　　　２　必要に応じて別添１－２（事業実施状況報告書）を添付すること。


別添１－５（第３の２関係）

ＧＡＰ拡大推進加速化事業（国際水準ＧＡＰガイドライン普及促進）
に関する事業評価シート

	事業実施主体名
	

	事業の実施期間
	令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日

	
	



１　事業の目的及び取組内容
	




	



２　成果目標の達成状況
	
成果目標

	



	
成果目標の達成状況

	



	
成果目標の達成状況についての評価

	




	
事業の実施による効果についての評価

	




	
事業計画の妥当性についての評価

	




	
事業執行の適正性についての評価


	





	
	



 
別添１－６（第３の２関係）
番　　　号 
年　月　日 
 
　  農林水産省農産局長　殿 
 
 
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　 
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　 
代表者氏名　　　　　　　　　　 　　　　

 
 
〇〇年度持続的生産強化対策事業のうちＧＡＰ拡大推進加速化事業（国際水準ＧＡＰガイドライン普及促進）改善計画について（令和○年度） 
 
　令和○年度について、事業実施計画の目標の達成が図られるよう、下記の改善計画を実施することとしたので、報告します。 
 
記
 
１　取組の経過 
 
２　事業の実績 
	 
成果目標の
種別
 
	（　　年）
	（　　年）

	
	当初目標値
（　　年）
	実績値
	実績値

	 
 
 
	 
 
 
 
	 
 
 
 
	 
 
 
 


　（２年目以降の計画が未達の場合には、経過が分かるよう各事業実施年度の達成状況を記載すること。） 
 
３　当初事業実施計画の目標が未達成である原因及び問題点 
 
４　改善計画 
（改善計画は１か年の計画とし、目標達成及び問題点の解決のために必要な方策を具体的に記述すること。） 
 
５　改善計画を実施するための推進体制 


別添１－７（第４の１関係）

番　　　号
年　月　日
                                                
　農林水産省農産局長　殿                            
   
                                                
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　



持続的生産強化対策事業のうちＧＡＰ拡大推進加速化事業（国際水準ＧＡＰガイドライン普及促進）収益状況報告書

　　年　月　日付け　　第　　号をもって補助金の交付決定の通知があった持続的生産強化対策事業のうちＧＡＰ拡大推進加速化事業（国際水準ＧＡＰガイドライン普及促進）に関する令和　年度の収益の状況について、持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）別紙８のⅠの第４の１の規定に基づき、別添のとおり報告します。

（別添）
　　　　１　事業の内容
　　
　　　　２　補助事業に係る成果の企業化による収益の累計額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　３　企業化に係る費用の総額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　４　企業化利用割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
　　　　５　補助金の確定額　　○年○月○日付け○農産第○号確定          　
                                                                円
        ６　前年度までの収益納付額　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
        ７　本年度収益納付額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円 
 
	（算定根拠）



  （注）収益計画書等を添付すること。
別添２－２（第２の１関係）
番　　　号
年　月　日

農林水産省畜産局長　殿



所在地　　　　　　　　　　　　　　
団体名　　　　　　　　　　　　　　
代表者氏名　　　　　　　　　　　　



〇〇年度持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産推進実施計画の（変更）提出について


　令和○○年度において、持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産推進（○○○○）を実施したいので、持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４年１付け３畜産第1993号畜産局長通知）第５の１に基づき、関係書類を添えて（変更）提出する。

注１　 関係書類として別添２－３（事業実施計画）を添付すること。
注２　（○○○○）には、持続的生産強化対策事業推進費補助金交付等要綱（令和４年４月１日付け３農産第3174号農林水産事務次官依命通知）別表１の８（２）のいずれかの事業名を記入すること。


別添２－３（事業実施計画）（第２の１関係）

第１　持続可能性配慮型畜産推進
１　総括表
	
事業名
	
事業内容
	
事業量 
	
単価
	
事業費
	
負担区分
	
事業の委託
	
備考

	
	
活
動等
	
対象(者、地域等)
	
	
	
	
国庫補助金
	
事業実施主体
	
	

	
ア　アニマルウェルフェア配慮型飼養管理推進

イ　畜産ＧＡＰ認証審査支援

ウ　畜産ＧＡＰ認証拡大支援



	





	




	




	
    円




	
千円




	
  千円




	
   千円




	
(1)委託先
(2)委託する事業の内容及びそれに要する経費


	






	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	




２　事業の目的
	






第２　事業の内容
ア　アニマルウェルフェア（ＡＷ）配慮型飼養管理推進
ａ　持続可能性配慮型飼養管理推進等
（ⅰ）国内の飼養管理、流通等の実態調査
	
調査場所
	
調査時期
	
調査員数
	
調査内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅱ）多様な飼養管理形態におけるＡＷ向上に関する科学的知見の収集
	
調査場所
	
調査時期
	
調査員数
	
調査内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅲ）諸外国におけるＡＷに関する実態調査
	
調査場所
	
調査時期
	
調査員数
	
調査内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅳ）普及推進協議会の開催
	
会議名
	
開催時期及び場所
	
参加者数及び
参集範囲
	
内容
	
備考

	
	
	
	
	



[bookmark: _Hlk184926071]（ⅴ）広報コンテンツの整備
	
コンテンツ名
	
コンテンツの内容
	
制作・編集方法
	
ＨＰ掲載の
開始時期
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅵ）地域ごとにＡＷの指導役となる人材を育成するための研修会の開催
	
会議名
	
開催時期及び場所
	
参加者数及び
参集範囲
	
内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅶ）事業成果の普及（報告書の配布等）
	
部数
	
配布先
	
備考

	
	
	



ｂ　持続可能性配慮型飼養管理に係る取組の実施率向上に向けた取組
①生産者団体による取組
（ⅰ）飼養管理の改善事例、当該畜産物の流通等の実態調査
	
調査場所
	
調査時期
	
調査員数
	
調査内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅱ）検討会（手法の検討・実施）の開催
	
検討会名
	
開催時期及び場所
	
参加者数及び
参集範囲
	
内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅲ）マニュアル作成のための検討会
	
検討会名
	
開催時期及び
場所
	
参加者数及び
参集範囲
	
内容
	
マニュアル
配布部数
	
備考

	
	
	
	
	
	



（ⅳ）現地指導その他ＡＷに配慮した飼養管理の実施率向上のための取組
	
実施時期及び場所
	
内容
	
備考

	
	
	



②生産者集団による取組
（ⅰ）生産者集団による資質向上のための勉強会の開催
	
勉強会名
	
開催時期及び場所
	
参加者数及び
参集範囲
	
内容
	
備考

	
	
	
	
	




イ　畜産ＧＡＰ認証審査支援
ａ　畜産ＧＡＰ審査員育成の研修会の開催
	
研修会名
	
開催時期及び場所
	
参加者数
	
備考

	
	
	
	



ｂ　畜産ＧＡＰ審査員力量向上のための研修会の開催
	
研修会名
	
開催時期及び場所
	
参加者数
	
備考

	
	
	
	


研修会の形態は、原則オンライン方式と対面方式を組み合わせたハイブリット方式とするが、対面方式のみの場合はその理由を備考欄へ記載。

ｃ　畜産ＧＡＰ審査機関の増設
	
検討会・研修会名
	
開催時期及び場所
	
参加者数
	
備考

	
	
	
	


審査機関受審の申請予定時期：令和　年　月
審査機関登録見込み時期：令和　年　月


ウ　畜産ＧＡＰ認証拡大支援
ａ　他の認証スキームとの差分審査等の検討
	
内容
	
備考

	
	



ｂ　畜産ＧＡＰの認知度及び評価向上のための実需者・消費者のニーズ調査等
（ⅰ）国内ニーズ調査
	
調査場所
	
調査時期
	
調査員数
	
調査内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅱ）実需者、消費者の畜産ＧＡＰ認知度向上のための検討会の開催等
	[bookmark: _Hlk153204869]
検討会等名
	
開催時期及び場所
	
参加者数及び参集範囲
	
内容
	
備考

	
	
	
	
	



（ⅲ）畜産ＧＡＰ評価分析のための検討会等
	
検討会等名
	
開催時期及び場所
	
参加者数及び参集範囲
	
内容
	
備考

	
	
	
	
	



第３　成果目標
	




[bookmark: _Hlk191026422]
第４	
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
別添２－４（第３の１関係）

〇〇年度持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産推進実施状況報告書


番　　　号
年　月　日

農林水産省畜産局長  殿


	所在地
	団体名
	代表者氏名


　持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け第３農産3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）第６の規定に基づき、別添のとおり報告する。



（事業実施計画に準じて作成する。） 


別添２－５（第３の２（１）関係）

番　　　号
年　月　日

農林水産省畜産局長　殿


	所在地
	団体名
	代表者氏名



〇〇年度持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産推進（○○○○）の評価報告


　持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）第７の１の規定に基づき、別添のとおり報告する。



１　（○○○○）には、持続的生産強化対策事業推進費補助金交付等要綱（令和４年４月１日付け３農産第3174号農林水産事務次官依命通知）別表１の８（２）のいずれかの事業名を記入すること。
２　成果目標の具体的な内容、その達成状況等についての資料及び別添２－６（事業評価シート）を添付すること。


別添２－６（第３の２（１）関係）

持続可能性配慮型畜産推進（○○○○）に関する事業評価シート

	事業実施主体名
	

	事業の実施期間
	令和　　年　　月　　日 ～ 令和　　年　　月　　日

	
	



１　事業の目的及び取組内容
	




	



２　成果目標の達成状況
	
成果目標

	



	
成果目標の達成状況

	



	
成果目標の達成状況についての評価

	




	
事業の実施による効果についての評価

	

	
事業計画の妥当性についての評価

	

	
事業執行の適正性についての評価

	





別添２－７（第３の２（２）関係）


〇〇年度持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産推進（○○○○）に関する事業評価票


	  事業実施主体名
	

	
  事業の概要

	


	
  成果目標の
　具体的内容

	


	
  成果目標の
　達成状況

	


	
  総合評価


	
Ａ　：　計画以上の成果が見られる
Ｂ　：　計画どおりの成果が見られる
Ｃ　：　計画どおりの成果が見られない


	
  総合所見


	




















別添２－８（第４の１関係）

〇〇年度持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産推進（○○○○）収益状況報告書

番　　　号
年　月　日

農林水産省畜産局長　殿



	所在地
	団体名
	代表者氏名

令和○年○月○日付け○○○第○○号をもって補助金の交付決定通知のあった〇〇年度持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産推進収益状況について、持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）別紙８のⅡの第４の１の規定に基づき、別添のとおり報告する。

（別添）
１　事業の内容

２　補助事業に係る成果の企業化による収益の累計額
円
３　企業化に係る費用の総額
円
４　企業化利用割合
％
５　補助金の確定額　　○年○月○日付け○畜産第○号確定
円
６　前年度までの収益納付額　
円
７　本年度収益納付額
円

	（算定根拠）



（注）収益計画書等を添付すること。


別添３－４（第２の１関係）

番　　　号
年　月　日


　　○○農政局長　殿
　（北海道農政事務所長）
　（内閣府沖縄総合事務局長）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道府県知事　　氏　　名　　　


　　　〇〇年度国際水準ＧＡＰ普及推進事業実施計画（変更）の提出について

　持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）第５の１に基づき、関係書類を添えて（変更）提出する。

（注）関係書類として、事業実施計画（別添３－５）を添付すること。
別添３－５（第２の１関係）

〇〇年度　国際水準ＧＡＰ普及推進事業実施計画


１　都道府県名


２　国際水準ＧＡＰの普及にあたり、利用するＧＡＰ基準文書
　　以下いずれかを選択すること。
　（１）国際水準ＧＡＰガイドライン
　（２）都道府県ＧＡＰ
　　　　ＧＡＰ基準文書名：
　　　　国際水準ＧＡＰガイドラインへの準拠確認完了年月日：
　（３）第三者認証ＧＡＰ（ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ．及びＪＧＡＰ）


３　事業の目的


４　事業の実施体制
※体制図を添付すること。ＧＡＰ指導員の配置の考え方及び配置場所を明記すること。


５　成果目標の設定
	目　　的
	目　　標
	目標値及び目標値設定の考え方

	Ⅰ　国際水準ＧＡＰに係る指導活動の推進
	新たに国際水準ＧＡＰを実施する地区数
※工程表を別途添付すること。
	（目標値）

	
	
	

	
	ＧＡＰ指導農業者数
※うち新たに指導する者
	（目標値）　　　　　　　　　（※　　　　）

	
	
	

	
	ＧＡＰ指導員の育成数
	（目標値）

	
	
	


	Ⅱ　人材育成のための農業教育機関における認証の取得等支援
	ＧＡＰ認証の取得等経営体数
	（目標値）

	
	
	

	Ⅲ　実需者と結びついた産地形成に取り組む農業者団体への認証取得支援
	実需者と結びついた産地（団体）の新規認証取得経営体数
	（目標値）

	
	
	


　　


６　事業実施主体のＧＡＰ指導体制
	組織
	既にＧＡＰ指導員として活動している者
①
	ＧＡＰ指導員になる見込みの者

②
	ＧＡＰ指導員等の数

①＋②
	（参考）翌年度以降ＧＡＰ指導員となる予定の者

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	



※目標値設定の考え方は、目標値を設定した根拠となる考え方を記載すること。
注１　実績報告時は、上段に（括弧）書きで計画時の内容を記載、下段に実績値を記載すること
注２　実績報告時にあっては所属及び氏名等を記載したリストを添付すること
注３　実績報告時、②については実際にＧＡＰ指導員となった者の数を記載すること
注４　実績報告時、（参考）については、実績報告時における予定を記載すること



７　事業の実施方針及び取組概要
（１）国際水準ＧＡＰに係る指導活動の推進
ア　指導活動の基本方針





イ　活動内容
	取組内容
	実施回数、参集範囲、参加人数等

	・
・





	・
・







　　注　検討会、講習会、研修会、個別指導、団体指導、指導端末の導入等の取組と、その詳細がわかる定量的な内容を記載すること。


ウ　地区別のＧＡＰ指導農業者数
	地区名
	指導員数（指導体制に位置付けられた者）
（Ａ）
	ＧＡＰ
指導農業者数
（Ｂ）
	
	
	
	指導員１名あたりの指導農業者数
（Ｂ／Ａ）

	
	
	
	うち認定農業者数
	うち国際水準ＧＡＰガイドライン等による指導数
	うち都道府県の策定するＧＡＰによる指導数
	

	




	







	







	
	
	
	









　　注１　都道府県内の地区（普及センターの所管範囲、産地等）ごとにおける、指導員数、ＧＡＰの指導を行う農業者数、指導員１名あたりの指導農業者数を記載すること。
　　注２　注１の「ＧＡＰの指導」とは、農業者に対する現地指導を含む複数回の国際水準ＧＡＰの実施に関する指導をいい、例えば、教育機関における就農前の生徒を対象にしたＧＡＰの指導などは注１の「ＧＡＰの指導」には含まれず、当該指導を受けた者をＧＡＰ指導農業者数のカウントには含めないものとする。
　　注３　「うち認定農業者数」、「うち国際水準ＧＡＰガイドライン等による指導数」及び「うち都道府県の策定するＧＡＰによる指導数」欄は、事業実施計画時においては見込み数を記載し、実績報告時にあっては事業実施主体の把握可能な範囲での実績値を記載すること。



エ　ＧＡＰ指導員の育成方針
	育成数
	育成方法（受講研修、現地指導予定等）

	


	



（２）人材育成のための農業教育機関における認証の取得等支援
ア　農業教育機関に対するＧＡＰ認証の取得等支援の基本方針





イ　支援内容
	区分
	新規取得
①
	維持・更新
②
	①・②のうち、団体認証の構成経営体分

	GLOBALG.A.P.
	
	
	

	ASIAGAP
	－
	
	

	JGAP
	
	
	


注１　事業実施計画時においては、表の内訳が判るリスト（支援予定の農業教育機関の名称、ＧＡＰ認証及びカテゴリー）を添付すること。
また、実績報告時にあっては認証を取得等した農業教育機関の名称、認証、カテゴリー（青果物・穀物・茶等）、作物名等を記載した一覧表を添付すること。
注２　ASIAGAPについては、支援対象は維持のみとする。


（３）実需者と結びついた産地形成に取り組む農業者団体への認証取得支援


ア　実需者と結びついた産地形成に取り組む農業者団体への認証取得支援の基本方針



イ　支援内容

	区分
	団体件数
（団体事務局数）
	
	

	
	
	団体認証の構成経営体数
	うち新規取得構成経営体数

	GLOBALG.A.P.
	
	
	

	JGAP
	
	
	


注１　事業実施計画時においては、表の内訳が判るリスト（支援予定の団体別の団体名称、新規・追加の別、新規取得構成経営体数、（追加の場合は）現在の構成経営体数、ＧＡＰ認証及びカテゴリー）を添付すること。
また、実績報告時にあっては認証を取得した団体の名称、認証、カテゴリー（青果物・穀物・茶等）、作物名等を記載した一覧表を添付すること。
　　　　　注２　既にＧＡＰ認証を取得している団体が新たに農業者等を追加する場合においては、「団体認証の構成経営体数」には新たに追加する農業者等も含めた団体全体の認証取得経営体数を、「うち新規取得構成経営体数」には新たに追加する農業者等の数を記載すること。





８　事業費
	区分
	取組内容
	
	備考
（積算員数及びその根拠）

	
	
	金額
	うち
補助金
	

	
Ⅰ　国際水準ＧＡＰに係る指導活動の推進


Ⅱ　人材育成のための農業教育機関における認証の取得等支援

Ⅲ　実需者と結びついた産地形成に取り組む農業者団体への認証取得支援


	
	






	
	







	合計
	
	
	
	



　注１　別添３－２に記載する対象経費を参考に記載すること。
注２　根拠となる資料を添付すること。
注３　実績報告の際は、計画時の内容を上段に（）書きで記載すること。
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別添３－７（第３の２関係）
国際水準ＧＡＰ普及推進の事業成果及び評価報告書（令和　　年度）　（令和　　年　　月　日作成）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業実施主体名　　　　　　　　　　　

	目的
	目標値
	事業実績
	備考

	
	目標値
	実績
	達成度
	評価
	事業費実績（円）
	うち補助金相当額（円）
	

	Ⅰ　国際水準ＧＡＰに係る指導活動の推進
	
	
	
	
	
	
	

	Ⅱ　人材育成のための農業教育機関における認証の取得等支援
	
	
	
	
	
	
	

	Ⅲ　実需者と結びついた産地形成に取り組む農業者団体への認証取得支援

	
	
	
	
	
	
	

	事業の成果



	事業実施主体による評価



	国による評価







留意事項
１　項目別の記載方法は次に掲げるとおりとする。
（１）「目標値」の欄は、目的別に設定した目標値を記入する。
（２）「実績」の欄は、事業実施終了時点の実績値を記入する。
（３）「達成度」の欄は、目標値に対する実績の比率を記入する。
（４）「評価」の欄は、達成度に応じた次のアルファベットを記入する。
      Ａ‥‥‥達成度９０％以上
　　　Ｂ‥‥‥達成度８０％以上
　　　Ｃ‥‥‥達成度５０％以上
　　　Ｄ‥‥‥達成度５０％未満
（５）「事業費実績」の欄は、当該年度に実施した項目に要した経費を、事業内容ごとに記入する。
（６）「補助金相当額」の欄には、目的ごとに補助金の実績額を記入する。
（７）「事業の成果」の欄は、当該年度に実施した内容及びその結果得られた成果を記入する。
（８）「都道府県による評価」の欄は、（１）から（７）までの内容を踏まえ、都道府県としての本事業における評価を所見とともに記入する。
　　また、目標値の達成度が極端に低い（概ね５割程度以下）の場合には、その理由を明確に記入する。
（９）「国による評価」の欄は、地方農政局が評価の概要を記入するものとし、都道府県は記入しない。

２　本様式内にすべての内容の記入が困難な場合には、別に資料を作成し添付して差し支えない。また、必要に応じ説明に必要な説明資料を添付する。






別添３－８（第３の２関係）
番　　　号
年　月　日

　   ○○○農政局長　殿
北海道にあっては、北海道農政事務所長
沖縄県にあっては、内閣府沖縄総合事務局長




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道府県知事　　氏　 　名　　


国際水準ＧＡＰ普及推進事業改善計画について（令和○年度）

　令和○年度について、事業実施計画の目標の達成が図られるよう、下記の改善計画を実施することとしたので、報告します。


記

１　取組の経過


２　事業の実績
	
成果目標の
種別

	（　　年）
	（　　年）

	
	当初目標
（　　年）
	実績値
	実績値

	


	



	



	





　（２年目以降の計画が未達の場合には、経過が分かるよう各事業実施年度の達成状況を記載すること。）


３　当初事業実施計画の目標が未達成である原因及び問題点


４　改善計画
（改善計画は１か年の計画とし、目標達成及び問題点の解決のために必要な方策を具体的に記述すること。）

５　改善計画を実施するための推進体制

別添３－10　実需者と結びついた産地形成に取り組む農業者団体が事業実施主体に対して報告する内容について


１　ＧＡＰ認証の種類、認証取得品目


２　実需者との連携に関する取組
（1） 販路拡大等に向けて実施した取組内容
（例）
・ＧＡＰ認証取得により実施している持続可能性への取組（労働安全対策、環境保全）について、実需２社に対して説明会を行った。


（2） 取組の効果
（例）
　　　・実需者との信頼関係が深まり、長期の契約を締結できた。


３　農業経営の改善効果
	分野
	改善効果の有無
（○・×）
	改善効果の内容を具体的に記載

	食品安全
	
	

	環境保全
	
	

	労働安全
	
	

	人権保護
	
	

	農場経営管理
	
	





別添４－３（第２の１関係）

番　　　号
年　月　日

北海道農政事務所所長
○○農政局長
内閣府沖縄総合事務局長　殿

	所在地
	団体名
	代表者氏



〇〇年度持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産地域推進実施計画の（変更）提出について


　〇〇年度において、持続的生産強化対策事業のうち持続可能性配慮型畜産地域推進を実施したいので、持続的生産強化対策事業実施要領（令和４年４月１日付け３農産第3175号農林水産省農産局長、令和４年４月１日付け３畜産第1993号畜産局長通知）第５の１に基づき、関係書類を添えて（変更）提出する。

（注） 関係書類として別添４－４（事業実施計画）を添付すること。


別添４－４（第２の１関係）

〇〇年度　持続可能性配慮型畜産地域推進事業実施計画


１　都道府県名


２　事業の目的



３　事業の実施体制
※体制図を添付すること。①都道府県が農業者等によるＡＷに配慮した飼養管理の普及・定着に向けた取組を支援するための推進体制の考え方、②ＧＡＰ認証取得重点地域ごとに都道府県が将来団体認証を目指す上でパイロット的役割を担うと位置づける農場を中心に同地域等のＧＡＰ認証取得を加速化させるための畜産ＧＡＰ指導員による推進体制の考え方、配置場所等を取り組む項目ごとに明記すること。

４　成果目標の設定
	目　　的
	目　　標
	目標値設定の考え方及び目標値

	Ⅰ　ＡＷ配慮型飼養管理の普及定着
	ＡＷに関する理解度やＡＷに配慮した飼養管理の実施率
	

	
	
	（目標値）

	Ⅱ　畜産ＧＡＰ指導活動の推進
	畜産ＧＡＰ指導農業者数
	

	
	
	（目標値）

	Ⅲ　畜産ＧＡＰ認証の取得拡大
	畜産ＧＡＰ認証の取得農場数
	

	
	
	（目標値）


注１　「Ⅱ」と「Ⅲ」は合わせて取り組むこと。目標設定の考え方は、目標値を設定した根拠を記載すること。
注２　「ＡＷに関する理解度やＡＷに配慮した飼養管理の実施率」に係る目標値設定の考え方及び目標値については、事業実施主体が実施する研修会への参加者によるＡＷに配慮した飼養管理への理解度や指導活動の相手先となる農業者によるＡＷに関する飼養管理指針に基づく畜種ごとの「実施が奨励される事項」の実施率の目標値を事業実施主体が把握する理解度等に関する現状値や国又は団体等が実施した調査結果等のデータを基に設定して記載し、実績報告時は、研修会や指導活動後年度内に行うアンケート調査結果等により達成状況を確認すること。「畜産ＧＡＰ認証の取得農場数」に係る目標値設定の考え方及び目標値については、都道府県が、①ＧＡＰ認証取得重点地域ごとに将来団体による認証取得を目指す上でパイロット的役割を担うと位置づける畜産ＧＡＰを新規に取得する農場（農業教育機関を含む。）、②①以外の農業者等及び農業教育機関で畜産ＧＡＰ認証を新規に取得する農場（ただし、農業者等は「畜産ＧＡＰ認証の取得の推進のための支援」の支援対象外であるが、「畜産ＧＡＰ指導推進支援」の対象であること。）、③団体による認証を新規に取得する農場について記載すること。

５　事業の実施方針及び取組概要
（１）ＡＷ配慮型飼養管理の普及定着
ア　ＡＷに配慮した飼養管理の普及・定着に向けた取組を支援するための基本方針



イ　活動内容
（ア）研修会の開催
	
研修会名
	
開催時期及び場所
	
参加者数
	
備考

	
	
	
	


注　備考の欄には、研修機関名、開催区域（都道府県又は市町村）の畜種ごとの農業者数、所属ごとの参加者数を明記すること。

（イ）簡易な環境整備
	
内容
	
備考

	
	


注１　備考の欄には、生産者集団等の名称、構成員数を明記すること。
注２　生産者集団等ごとに別添４－７を添付すること。

（ウ）指導活動
	
内容
	
備考

	
	



（２）畜産ＧＡＰ指導活動の推進
ア　畜産ＧＡＰ指導員の育成
（ア）育成に向けた基本方針
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（イ）指導体制計画
※　下表の上段（状況段）のＡ（１又は２）とＢ（１又は２）の組合せごとに該当する人数を、下段（組織段）の組織ごとに記載
	
	
	①
	②
	③
	④
	⑤
	指導員数
①＋②＋④
	備考

	状況
	Ａ１：既に研修を受講済み
	○
	○
	○
	‐
	‐
	
	※①～⑤の○の組合せ別に組織段に人数を記載すること。

	
	Ａ２：令和７年度内に研修を受講する見込みの者（Ａ１を除く）
	‐
	‐
	‐
	○
	○
	
	

	
	Ｂ１：既に指導実績が３件以上の者
	○
	‐
	‐
	‐
	‐
	
	

	
	Ｂ２：令和７年度内に指導実績が３件以上になる見込みの者（Ｂ１を除く）
	‐
	○
	‐
	○
	‐
	
	

	組織
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	名
	名
	名
	名
	名
	名
	


注１　同一人物が複数の研修を受講する場合であっても１名とカウントする。
注２　実績報告時は、上段に（括弧）書きで計画時の内容を記載し、下段に実績値を記載すること。
注３　実績報告時にあっては所属及び氏名等を記載したリストを添付すること。

③及び⑤に分類した者の畜産ＧＡＰ指導員育成に向けた令和８年度以降の方針について以下に記載すること。
	





（ウ）活動内容
畜産ＧＡＰ指導員育成の研修会の開催
	
研修会名
	
開催時期及び場所
	
参加者数
	
備考

	
	
	
	


注　備考の欄には、研修機関名、開催区域（都道府県又は市町村）の他都道府県、市町村、ＪＡ、農業教育機関等所属ごとの参加者数を明記すること。

イ　生産現場における畜産ＧＡＰ指導活動の推進
（ア）指導活動の基本方針



（イ）活動内容
ａ　生産現場における研修会の開催
	
研修会名
	
開催時期及び場所
	
内容及び参加者数
	
備考

	
	
	
	



ｂ　畜産ＧＡＰの普及推進
	
内容
	
備考

	
	



（３）畜産ＧＡＰ認証の取得拡大
ア　ＧＡＰ認証の取得拡大の支援の基本方針




イ　支援内容
（ア）ＧＡＰ認証取得重点地域におけるパイロット農場等の認証
	区分
	
	
	農業教育機関

	
	新規取得のパイロット農場数
	うち新規取得
農業教育機関
	
維持
	
更新

	JGAP畜産
（農場HACCPとの差分審査）
	
	
	
	

	JGAP畜産
（差分審査以外）
	
	
	
	


注１　「新規取得のパイロット農場数のうち新規取得農業教育機関」の欄は、新規に認証取得する農業教育機関をパイロット農場に位置づける場合に記載すること。
注２　「農業教育機関」の欄は、パイロット農場に位置づける場合の「維持」「更新」の農場数について記載すること。
注３　実績報告時にあっては認証を取得した（見込みを含む）農場等の名称、所在重点地域名、認証の種類、乳用牛・肉用牛・豚等の区分、生乳又は鶏卵を記載した一覧表を添付すること。

（イ）（ア）のパイロット農場以外の認証
	区分
	
	農業教育機関

	
	新規取得
農場数
	うち新規取得農業教育機関
	
維持
	
更新

	JGAP畜産
（農場HACCPとの差分審査）
	
	
	
	

	JGAP畜産
（差分審査以外）
	
	
	
	


注１　「新規取得農場数」の欄は、（ア）以外の農業者等及び農業教育機関で畜産ＧＡＰ認証を新規に取得する農場数について記載する。ただし、農業者等は「畜産ＧＡＰ認証の取得の推進のための支援」の支援対象外であるが、「畜産ＧＡＰ指導推進支援」の対象であること。
注２　「うち新規取得農業教育機関」の欄は、注１の内数として記載すること。
注３　「農業教育機関」の欄は、パイロット農場に位置づけない場合の「維持」「更新」の農場数について記載すること。
注４　実績報告時にあっては認証を取得した（見込みを含む）農場等の名称、所在重点地域等名、認証の種類、乳用牛・肉用牛・豚等の区分、生乳又は鶏卵を記載した一覧表を添付すること。

（ウ）団体認証
	区分
	
	

	
	団体件数
（団体事務局数）
	取得後
構成農場数
	うち新規取得
構成農場数

	JGAP畜産
（農場HACCPとの差分審査）
	
	
	

	JGAP畜産
（差分審査以外）
	
	
	


注１　事業実施計画時においては、表の内訳が判るリスト（支援予定の団体別の団体名称、新規・追加の別、新規取得構成農場数、（追加の場合は）現在の構成農場数）を添付すること。また、実績報告時にあっては認証を取得した（見込みを含む）農場等の名称、所在市町村名、認証の種類、乳用牛・肉用牛・豚等の区分、生乳又は鶏卵を記載した一覧表を添付すること。
注２　既に畜産ＧＡＰ認証を取得している農業者等の団体が新たに農業者等を追加する場合においては、「取得後構成農場数」には新たに追加する農業者等も含めた団体全体の認証取得農場数を、「うち新規取得構成農場数」には新たに追加する農業者等の数を記載すること。


６　事業費
	区分
	事業
メニュー
	取組内容
	
	備考
（積算員数及びその根拠）

	
	
	
	金額
	うち
補助金
	

	
Ⅰ　ＡＷ配慮型飼養管理の普及定着






Ⅱ　畜産ＧＡＰ指導活動の推進











Ⅲ　畜産ＧＡＰ認証の取得拡大



	
ア　研修会の開催

イ　簡易な環境整備

ウ　指導活動


ア　畜産ＧＡＰ指導員の育成

イ　生産現場における研修会の開催

ウ　畜産ＧＡＰの普及推進



畜産ＧＡＰ認証の取得の推進のための支援
	
	円






	円
	







	合計
	
	
	
	
	


注１　根拠となる資料を添付すること。
注２　実績報告の際は、計画時の内容を上段に（　）書きで記載すること。


[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]




別添４－５（第３の２関係）
持続可能性配慮型畜産地域推進の事業成果及び評価報告書（令和　　年度）　（令和　　年　　月　日作成）
	都道府県名　　　　　　　　　　　
	目的
	目標値
	事業実績
	備考

	
	目標値
	実績
	達成度
	評価
	事業費実績（円）
	うち補助金相当額（円）
	

	Ⅰ　ＡＷ配慮型飼養管理の普及定着
	
	
	
	
	
	
	

	Ⅱ　畜産ＧＡＰ指導活動の推進
	
	
	
	
	
	
	

	Ⅲ　畜産ＧＡＰ認証の取得拡大
	
	
	
	
	
	
	

	事業の成果




	都道府県による評価




	国による評価





留意事項
１　項目別の記載方法は次に掲げるとおりとする。
（１）「目標値」の欄は、目的別に設定した目標値を記入する。
（２）「実績」の欄は、事業実施終了時点の実績値を記入する。
（３）「達成度」の欄は、目標値に対する実績の比率を記入する。
（４）「評価」の欄は、達成度に応じた次のアルファベットを記入する。
Ａ‥‥‥達成度９０％以上
Ｂ‥‥‥達成度８０％以上
Ｃ‥‥‥達成度５０％以上
Ｄ‥‥‥達成度５０％未満
（５）「事業費実績」の欄は、当該年度に実施した項目に要した経費を、事業内容ごとに記入する。
（６）「補助金相当額」の欄には、目的ごとに交付金の実績額を記入する。
（７）「事業の成果」の欄は、当該年度に実施した内容及びその結果得られた成果を記入する。
（８）「都道府県による評価」の欄は、（１）から（７）までの内容を踏まえ、都道府県としての本事業における評価を所見とともに記入する。また、目標値の達成度が極端に低い（概ね５割程度以下）の場合には、その理由を明確に記入する。
（９）「国による評価」の欄は、地方農政局が評価の概要を記入するものとし、都道府県は記入しない。
２　本様式内に全ての内容の記入が困難な場合には、別に資料を作成し添付して差し支えない。また、必要に応じ説明に必要な説明資料を添付する。


別添４－６（第３の２関係）
番　　　号
年　月　日

○○○農政局長　殿
北海道にあっては、北海道農政事務所長
沖縄県にあっては、内閣府沖縄総合事務局長




	都道府県知事　　氏　 　名　　


持続可能性配慮型畜産地域推進事業改善計画について（令和○年度）

　令和○年度について、事業実施計画の目標の達成が図られるよう、下記の改善計画を実施することとしたので、報告します。


記

１　取組の経過


２　事業の実績
	
成果目標の
種別

	（　　年）
	（　　年）

	
	当初目標
（　　年）
	実績値
	当初目標
（　　年）
	実績値

	


	



	



	



	





　（２年目以降の計画が未達の場合には、経過が分かるよう各事業実施年度の達成状況を記載すること。）


３　当初事業実施計画の目標が未達成である原因及び問題点


４　改善計画
（改善計画は１か年の計画とし、目標達成及び問題点の解決のために必要な方策を具体的に記述すること。）

５　改善計画を実施するための推進体制



別添４－７　

アニマルウェルフェアに配慮した飼養管理に取り組む団体が
事業実施主体に対して報告する内容について

１　団体名



２　事業の目的



３　事業の取組
	事業メニュー
	取組内容
	取組状況

	研修会の開催
	
	

	簡易な環境整備
	
	

	指導活動
	
	


注１　計画時に取組内容を記載し、報告時に取組状況を記載すること。
注２　簡易な環境整備で改修に取組む場合は、改修の内容がわかる写真を添付すること。
注３　取得価格が50万円以上のものについては、納入事業者の見積書の写しやカタログ等（２社以上）を添付すること。
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